
30名（応募者多数の場合は抽選） 

６講座を通して 5,000円 

場 所 

14:00～16:00  

企画：大阪府立大学21世紀科学研究機構 教育福祉研究センター ※詳細・申込み方法は裏面をご覧ください 

大阪府立大学 I-ｓiteなんば 

定 員 

費 用 

対 象 教員・保護者 
 ESDに関心のある方 

8月8日(土) ～1月23日(土)  

各土曜日・全６回 

高校生による「国際会議」から見えるもの 

今、グローバル人材という言葉が氾濫しつつあります。大切な概念ですが、私たちはこの概念をどのようにとらえ
るべきでしょうか。またそれをどのように教育活動に活かすべきでしょうか。本講座では、2014年11月に開催され
たユネスコスクール世界大会の高校生フォーラムなどをもとにその手法や考え方、そして、世界の教育をリードす
るUNESCOのESD（持続可能な開発のための教育）理念と実際を示しながらグローバル人材観を深めていきます。 

平成27年 

伊井 直比呂（大阪府立大学 地域保健学域 教育福祉学類 准教授） 

森岡 次郎   （大阪府立大学 地域保健学域 教育福祉学類 准教授） 

えっ、ディベートじゃないの？ 

8/22 
ＥＳＤってなに？ 

8/8 
土 

土 

9/26 ＥＳＤを実践するための方法 
土 

日々の生徒指導をとおして平和を 
創る国際教育は可能か？ 

10/31 
土 

ＥＳＤに基づく国際会議を運営する 
ことで育つ高校生 

12/19 
土 

参加者による模擬「国際会議」 1/23 
土 

講  師 

平成27年度 大阪府立大学 公開講座 

平成28年 

宣言文起草委員会 

高校生フォーラム写録係撮影 

協  力 「ユネスコスクール世界大会」に関わった大阪ユネスコスクールネットワークの代表教員ほか 



第１回 

8月 8日（土）  14：00～16：00 

えっ、ディベートじゃないの？ 

申込方法 

申込み先 

「往復ハガキ」又は「Eメール」で  ① 氏名（ふりがな）・年齢、② 郵便番号 ・ 住所、③ 電話番号 、④職業、 ⑤このチラシの入手先  
をご記入の上、７月２７日(月)【必着】で、下記宛先までお申し込みください。  

E-mail：unesco27@ao.osakafu-u.ac.jp （※半角英数） 

０７２-２５４-９９４２ 

アクセス 

・南海電鉄難波駅  なんばパークス方面出口より約８００m 徒歩１２分 
・地下鉄なんば駅（御堂筋線） ５号出口より約１０００m 徒歩１５分 
・地下鉄大国町駅（御堂筋線・四つ橋線） 1号出口より約４５０ｍ 徒歩７分 
・地下鉄恵比須町駅（堺筋線） １－Ｂ出口より約４５０m 徒歩７分 

大阪府大阪市浪速区敷津東２丁目1番41号 

お申込の際の個人情報は、申込後の事務連絡、統計資料等の作成及び本学公開講座等のご案内に使用いたします。 
利用目的以外の使用については、一切いたしません。 

大阪府立大学 I-site なんば （ 南海なんば第１ビル ２階 ） 

〒599-8531 堺市中区学園町1-1 大阪府立大学 
        地域連携研究機構 地域連携室「ユネスコ講座」係 

多様な高校生をグローバル人材に育てるESD 
高校生による「国際会議」から見えるもの 

伊井 直比呂（大阪府立大学 准教授） 

第２回 

8月22日（土）  14：00～16：00 

ＥＳＤってなに？ 

伊井 直比呂（大阪府立大学 准教授） ・ 森岡 次郎（大阪府立大学 准教授） 

第３回 

9月26日（土）  14：00～16：00 

ＥＳＤを実践するための方法 

伊井 直比呂（大阪府立大学 准教授） ・ 森岡 次郎（大阪府立大学 准教授） 

※携帯メールからの受付はしておりません 

問合せ先 

第４回 

10月31日（土）  14：00～16：00 

日々の生徒指導をとおして平和を創る国際教育は可能か？ 

伊井 直比呂（大阪府立大学 准教授） 

第５回 

12月19日（土） 14：00～16：00 

ＥＳＤに基づく国際会議を運営することで育つ高校生 

伊井 直比呂（大阪府立大学 准教授） 

第６回 

１月23日（土） 14：00～16：00 

参加者による模擬「国際会議」 

ユネスコスクール世界大会で用いられたディスカッション手法について学びます。国、民族、宗教、文化などの違いを超えて共感的に
学びあう手法となるのはディベートなのでしょうか。それとも共創的ディスカッションなのでしょうか。これをESDやユネスコスクール世界
大会に基づいて解説します。それぞれの特徴と同時に共創的ディスカッションの創造力を知ることができます。 

持続可能な開発のための教育（ESD）の概念を学びます。最初に、 ESDの概念を一度バラバラにして、「持続可能な社会や未来」とは、
いったい誰にとっての社会や未来なのか等を共に考えながら組み立てなおして行きます。 

ESDの概念を具体的な実践に置き換え、その指導の仕方を学びます。とりわけ、生徒の日常のESDの「学び」とその「態度化」を、生徒
自身が自己と社会の「未来への可能性」として捉え直す問いかけなどを共に考えます。特に、これらを世界共通の取り組みである
Global Action Programを踏まえて考えます。 

持続可能な社会と未来をつくるESDを通して、「平和をつくる国際教育」について学びます。 ESDによる日々の生徒指導が、高校生に
よる国際会議の基本的な構造と考え方につながり、やがてこれらを通して高校生が協同して平和の文化を創ることを知ります。 

ESDに基づく国際会議の構造と様々な役割及び連携について学びます。特に、高校生の手で成功させるための組織作りと運営の仕
方を「スキルとハート」にわけて学びます。 

最後に、授業や姉妹校との各高校での交流で、実際にプチ国際会議などが開催できるように参加者が模擬国際会議を体験します。
テーマはユネスコ世界大会で実際に行われたディスカッションテーマで行います。 

伊井 直比呂（大阪府立大学 准教授） 


